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【
文
京
・
大
工
・
高
嶋
輝
男

通
信
員
】
文
京
支
部
第
一
分
会

は
分
会
再
編
に
よ
っ
て
、
旧
根

津
分
会
・
旧
千
駄
木
分
会
・
旧

団
子
坂
分
会
の

3
分
会
が
合
併

し
て
1
9
9
7

年
4
月
1
日
に

発
足
。
当
時
は

第
一
分
会
か
ら
第
六
分
会
に
再

編
さ
れ
、
そ
の
後
、
事
業
所
分

会
が
発
足
し
、
第
六
分
会
が
2

0
1
9
年
に
第
一
分
会
に
編
入

さ
れ
て
、
現
在
の
分
会
構
成
に

な
っ
て
い
ま
す
。

発
足
時
の
組
織
数
は
2
2
4

人
で
し
た
が
、
6
月
1
日
現
在

1
7
7
人
で
す
。
私
は
再
編
翌

年
に
分
会
長
を
引
き
継
ぎ
、
途

中
一
期
交
代
が
あ
り
ま
し
た

が
、現
在
ま
で
務
め
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
昨
年
2

月
に
行
な
っ
た
分
会
総
会
以
降

は
交
流
企
画
は
未
開
催
で
、
拡

大
行
動
も
訪
問
を
自
粛
し
て
電

話
か
け
と
し
、
春
・
秋
の
住
宅

デ
ー
も
中
止
で
し
た
。
今
年
も

分
会
総
会
や
毎
月
の
四
役
会
議

や
執
行
委
員
会
は
開
催
で
き
て

い
る
も
の
の
、
や
は
り
組
合
の

仲
間
と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が

減
っ
て
し
ま
っ

た
の
は
寂
し
い

限
り
で
す
。

現
在
は
厚
労

省
宛
の
予
算
要

求
ハ
ガ
キ
の
記
入
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
収
束
で
様

々
な
要
請
行
動
な
ど
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
第
一
分
会
一

致
団
結
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
ず
は
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い

よ
う
皆
々
心
が
け
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
、
今
年
よ
り
若

手
組
合
員
が
支
部
の
執
行
委
員

に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
住
宅

相
談
員
と
し
て
住
宅
デ
ー
に
参

加
し
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
を
き

っ
か
け
に
、
活
動
に
参
加
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
で

い
い
の
で
、
分
会
に
馴
染
ん
で

く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

支
部
事
務
所
が
あ
る
地
域
の

分
会
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
支

部
と
の
連
携
も
強
め
な
が
ら
、

第
一
分
会
発
展
の
た
め
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
練
馬
・
書
記
・
今
津
佑
介
記
】

6
月
24
日
、「
東
京
サ
ロ
ン
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
公
演

が
練
馬
支
部
会
館
で
行
な
わ
れ
、

60
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
同
楽
団

の
常
任
指
揮
者
で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

奏
者
の
高
橋
勇
太
さ
ん
は
練
馬
区

在
住
。
「
地
域
の
皆
さ
ん
に
プ
ロ

の
奏
で
る
音
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

れ
ば
」
と
、
毎
年
6
月
と
12
月
に

演
奏
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

今
回
は「
横
笛
・
フ
ル
ー
ト
の
魅

力
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
フ
ル
ー

ト
奏
者
の
本
田
幸
治
さ
ん
、
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
田
島
葉
子
さ
ん
と
と
も

に
「
フ
ル
ー
ト
曲
の
大
家
」
で
知

ら
れ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
作
曲
家
フ

ラ
ン
ツ
・
ド
ッ
プ
ラ
ー
の「
ハ
ン
ガ

リ
ー
田
園
幻
想
曲
」や
、20
世
紀
を

代
表
す
る
作
曲
家
の
一
人
・
武
満

徹
の
遺
作
と
な
っ
た
「
フ
ル
ー
ト

独
奏
の
た
め
の
『
エ
ア
』」
な
ど
を

披
露
。
フ
ル
ー
ト
は
木
管
楽
器
の

中
で
最
も
高
い
音
を
出
す
こ
と
か

ら
、
そ
の
音
色
は
「
小
鳥
が
さ
え

ず
る
よ
う
な
」と
表
現
さ
れ
ま
す
。

会
場
内
の
聴
衆
は
同
楽
団
の
演

奏
に
う
っ
と
り
と
聞
き
ほ
れ
た
ほ

か
、
高
橋
さ
ん
の
小
話
に
も
引
き

付
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
や
梅
雨
の
う

っ
と
う
し
い
気
分
を
晴
ら
し
て
い

ま
し
た
。
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

三
角
真
弓
厚
文
部
長
は
「
久
し
ぶ

り
に
文
化
の
香
り
を
間
近
に
感
じ

て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

【
ど
け
ん
共
済
会
発
】
サ
ン
リ

オ
ピ
ュ
ー
ロ
ラ
ン
ド
が
組
合
員
限

定
の
特
別
割
引
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
は
「
7
月
24
日
（
土
）
〜
8

月
31
日
（
火
）
」
で
、
平
日
・
休

日
と
も
大
人
2
5
0
0
円
・
小
人

・
シ
ニ
ア
2
3
0
0
円
で
す
。

ま
た
、
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
（
午
後

2
時
〜
）特
別
割
引
は
、
平
日
・
休

日
と
も
大
人
1
9
0
0
円
・
小
人

・
シ
ニ
ア
1
5
0
0
円
で
、
11
月

30
日
ま
で
有
効
で
す
。
特
別
割
引

チ
ラ
シ
は
、
各
支
部
に
7
月
2
日

（
金
）
に
到
着
済
み
で
す
。
チ
ラ

シ
の
下
の
特
別
割
引
券
ま
た
は
、

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
特
別

割
引
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
面
の
間
、
パ
ー
ク
内

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
制
限
の
た
め
、

ピ
ュ
ー
ロ
ラ
ン
ド
の
入
場
に
は
パ

ス
ポ
ー
ト
と
来
場
予
約
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
中
野
・

書
記
・
飯
島

広
幸
記
】
7

月
4
日
、
埼

玉
県
秩
父
小

松
沢
レ
ジ
ャ
ー
農
園
に
て
賃
金
対

策
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
共
催
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。
賃
金
Ｐ
Ａ
Ｌ
レ
ク
は

約
1
年
半
ぶ
り
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
参
加
人
数
を
絞

っ
た
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

バ
ス
車
内
で
は
飲
酒
厳
禁
と
い

う
こ
と
で
、
本
部
作
成
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
鑑
賞
し
、
意
見
交
換
を
行
な
い

ま
し
た
。
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
悪
質

な
パ
ワ
ハ
ラ
や
劣
悪
な
労
働
環
境

に
つ
い
て
、
「
自
分
が
行
っ
て
い

た
現
場
も
同
様
だ
っ
た
」
「
土
建

が
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
現
場
宣
伝
や

交
渉
を
し
て
い
る
の
は
知
ら
な
か

っ
た
」
「
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
ら
土
建
に
相
談
し
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
場
で
は
感
染

対
策
を
徹
底
。
久
し

ぶ
り
の
交
流
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
参
加

者
同
士
の
会
話
も
弾

み
、
仕
事
の
こ
と
や

組
合
活
動
に
つ
い
て

交
流
を
深
め
ま
し

た
。
仕
事
の
つ
な
が

り
や
支
部
住
宅
セ
ン

タ
ー
会
員
同
士
の
名

刺
交
換
も
積
極
的
に
行
な
わ
れ
、

次
回
の
学
習
会
や
交
流
会
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
楽
団
の
演
奏
聴
き

ＢＢＱ会場では積極的な
名刺交換の場面も

練馬

３７

名物分会名物分会

住宅デーにおける
包丁研ぎのようす

梅
雨
の
鬱
陶
し
さ
を
晴
ら
す

ファイルファイル

文
京
支
部
第
一
分
会

中
野

プロの演奏に聴き入る聴衆

若
手
が
執
行
委
員
に

支
部
と
の
連
携
強
め
団
結

ピ
ュ
ー
ロ
ラ
ン
ド
か
ら

昨年開催の分会総会

夏
の
特
別
割
引
等
ご
案
内

求

人

求

職

ＰＡＬレクで秩父へ
劣悪現場の相談は組合に


